
JP 2017-509899 A5 2019.7.11

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和1年7月11日(2019.7.11)

【公表番号】特表2017-509899(P2017-509899A)
【公表日】平成29年4月6日(2017.4.6)
【年通号数】公開・登録公報2017-014
【出願番号】特願2016-565939(P2016-565939)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  27/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   27/00     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｍ    1/00     　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年6月5日(2019.6.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
生体分子を含む試料がナノチャネルを通って移動することを可能にするナノチャネルと、
前記ナノチャネルのナノギャップ電極の複数の組であって、前記ナノギャップ電極の複数
の組のそれぞれが、前記試料に含まれる前記生体分子が前記ナノチャネルを通って前記ナ
ノギャップ電極の複数の組の近傍を通過するときに、電流を検出することを可能にするよ
うに構成され、前記ナノギャップ電極の複数の組の少なくとも２つの組が、前記ナノチャ
ネルの幅に沿って異なる電極間距離を有するナノギャップ電極の複数の組と、
前記生体分子が前記ナノチャネルを通って前記ナノチャネルの前記ナノギャップ電極の複
数の組に近接して動くように電界を提供する電気泳動電極の組と、
前記ナノチャネルを通って前記試料の移動方向に沿って前記ナノギャップ電極の複数の組
の方へ延在する絶縁体であるフローディレクタと、
を備え、
前記フローディレクタは、前記ナノチャネルと流体連通している第１の流路と第２の流路
を生成するように構成され、
前記フローディレクタによって、前記試料の一部が前記第１の流路から前記ナノチャネル
へ流され、前記試料の残りの部分が前記第１の流路から前記第２の流路へ流される、生体
分子配列決定装置。
【請求項２】
前記ナノギャップ電極の複数の組のそれぞれと連通し、前記生体分子が前記ナノギャップ
電極の複数の組の近傍を通過するときに生成される前記電流を検出するように構成された
測定部と、
前記測定部と連通し、前記生体分子またはその一部を識別するように構成された識別部と
、
をさらに備える、請求項１に記載の生体分子配列決定装置。
【請求項３】
前記生体分子は、複数の単量体を含み、前記識別部は、少なくとも１つの既知のタイプの
単量体の基準物理量と、前記測定部により測定された前記電流から得られた物理量に基づ
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いて、前記複数の単量体を識別するように構成された請求項２に記載の生体分子配列決定
装置。
【請求項４】
前記生体分子の直線化を可能にする、前記第１の流路および／または前記第２の流路に１
または２以上の柱をさらに備える、請求項１に記載の生体分子配列決定装置。
【請求項５】
前記１または２以上の柱は、複数の柱を含む、請求項４に記載の生体分子配列決定装置。
【請求項６】
前記第１の流路、前記第２の流路および前記ナノチャネルは、実質的に同じ面にある、請
求項１に記載の生体分子配列決定装置。
【請求項７】
前記電流は、トンネル電流を含む、請求項１に記載の生体分子配列決定装置。
【請求項８】
前記ナノギャップ電極の複数の組の所定の組は、少なくとも２つの電極を有する、請求項
１に記載の生体分子配列決定装置。
【請求項９】
前記電気泳動電極の組は、少なくとも２つの電極を有する、請求項１に記載の生体分子配
列決定装置。
【請求項１０】
前記ナノギャップ電極の複数の組と前記電気泳動電極の組とは、単一ユニットとして一体
化されている、請求項１に記載の生体分子配列決定装置。
【請求項１１】
前記ナノギャップ電極の複数の組の所定の組の電極は、少なくとも１つの固体絶縁体によ
り前記電気泳動電極から分離されている、請求項１０に記載の生体分子配列決定装置。
【請求項１２】
前記生体分子の直線化を可能にする、前記ナノチャネルに１または２以上の柱をさらに備
える請求項１に記載の生体分子配列決定装置。
【請求項１３】
前記１または２以上の柱は、複数の柱を含む、請求項１２に記載の生体分子配列決定装置
。
【請求項１４】
前記ナノチャネルは、前記ナノギャップ電極の複数の組に向かってテーパ状である、請求
項１乃至１３のいずれかに記載の生体分子配列決定装置。
【請求項１５】
前記ナノギャップ電極の複数の組の所定の組は、前記生体分子の分子直径より小さいまた
は等しい電極間距離を有する、請求項１に記載の生体分子配列決定装置。
【請求項１６】
生体分子を含む試料がナノチャネルを通って移動することを可能にするナノチャネルと、
前記ナノチャネルのナノギャップ電極の少なくとも１つの組であって、前記ナノギャップ
電極の組が、前記試料に含まれる前記生体分子が前記ナノチャネルを通って前記ナノギャ
ップ電極の組の近傍を通過するときに、電流を検出することを可能にするように構成され
、前記ナノチャネルは、前記ナノギャップ電極の組の方へテーパ状となり、前記ナノギャ
ップ電極の組は、前記生体分子の分子直径より小さいまたは等しい電極間距離を有するナ
ノギャップ電極の少なくとも１つの組と、
前記ナノチャネルを通って、前記ナノチャネルの前記ナノギャップ電極の組に近接して前
記生体分子を動かす電界を提供する電気泳動電極の組と、
前記ナノチャネルを通って前記試料の移動方向に沿って前記ナノギャップ電極の組の方へ
延在する絶縁体であるフローディレクタと、
を備え、
前記フローディレクタは、前記ナノチャネルと流体連通している第１の流路と第２の流路
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を生成するように構成され、
前記フローディレクタによって、前記試料の一部が前記第１の流路から前記ナノチャネル
へ流され、前記試料の残りの部分が前記第１の流路から前記第２の流路へ流される、生体
分子配列決定装置。
【請求項１７】
生体分子を含む試料がナノチャネルを通って移動することを可能にするナノチャネルと、
前記ナノチャネルのナノギャップ電極の少なくとも１つの組であって、前記ナノギャップ
電極の組が、前記試料に含まれる前記生体分子が前記ナノチャネルを通って前記ナノギャ
ップ電極の組の近傍を通過するときに、電流を検出することを可能にするように構成され
たナノギャップ電極の少なくとも１つの組と、
前記ナノチャネルを通って、前記ナノチャネルの前記ナノギャップ電極の組に近接して前
記生体分子を動かす電界を提供する電気泳動電極の組と、
前記ナノチャネルのまたは近傍の１つまたは複数の柱であって、前記ナノギャップ電極の
組による電流検出を使用し前記生体分子の個々のサブユニットの識別を可能にするために
前記生体分子を直線化する１つまたは複数の柱と、
前記ナノチャネルを通って前記試料の移動方向に沿って前記ナノギャップ電極の組の方へ
延在する絶縁体であるフローディレクタと、
を備え、
前記フローディレクタは、前記ナノチャネルと流体連通している第１の流路と第２の流路
を生成するように構成され、
前記フローディレクタによって、前記試料の一部が前記第１の流路から前記ナノチャネル
へ流され、前記試料の残りの部分が前記第１の流路から前記第２の流路へ流される、生体
分子配列決定装置。
【請求項１８】
（ａ） 生体分子配列決定装置のナノチャネルへまたはナノチャネルを通って流れる生体
分子を方向づけることであって、前記生体分子配列決定装置は、（ｉ）前記ナノチャネル
のナノギャップ電極の複数の組であって、前記ナノギャップ電極の複数の組のそれぞれが
、前記試料に含まれる前記生体分子が前記ナノチャネルを通って前記ナノギャップ電極の
複数の組の近傍を通過するときに、電流を検出することを可能にするように構成され、前
記ナノギャップ電極の複数の組の少なくとも２つの組が、前記ナノチャネルの幅に沿って
異なる電極間距離を有するナノギャップ電極の複数の組と、（ｉｉ）前記ナノチャネルを
通って、前記ナノチャネルの前記ナノギャップ電極の複数の組に近接して前記生体分子を
動かす電界を提供する電気泳動電極の組と、を含み、生体分子を方向づけることと、
（ｂ） 前記ナノギャップ電極の複数の組で、前記生体分子が前記ナノチャネルを通って
前記ナノギャップ電極の複数の組の近傍を通過するときに生成される電流を検出すること
と、
（ｃ） （ｂ）で検出した前記電流で、前記生体分子またはその一部を配列決定すること
と、
を含み、
前記生体分子配列決定装置は、前記ナノチャネルを通って前記試料の移動方向に沿って前
記ナノギャップ電極の複数の組の方へ延在する絶縁体であるフローディレクタをさらに備
え、
前記フローディレクタは、前記ナノチャネルと流体連通している第１の流路と第２の流路
を生成するように構成され、
（ａ）は、前記フローディレクタによって、前記試料の一部を前記第１の流路から前記ナ
ノチャネルへ流し、前記試料の残りの部分を前記第１の流路から前記第２の流路へ流すこ
とを含む、生体分子配列決定方法。
【請求項１９】
前記生体分子は、複数の単量体を含み、前記配列決定は、少なくとも１つの既知のタイプ
の単量体の基準物理量と、（ｂ）で検出された前記電流から得られた物理量に基づいて、
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前記複数の単量体を識別することを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
前記生体分子の直線化を可能にする、前記第１の流路および／または前記第２の流路に１
または２以上の柱をさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
前記電流は、トンネル電流を含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
前記ナノチャネルに前記生体分子を直線化する１または２以上の柱をさらに備える、請求
項１８に記載の方法。
【請求項２３】
前記ナノチャネルは、前記ナノギャップ電極の複数の組に向かってテーパ状である、請求
項１８に記載の方法。
【請求項２４】
前記生体分子は、ポリヌクレオチドまたはポリペプチドである、請求項１８に記載の方法
。
【請求項２５】
（ａ） 生体分子配列決定装置のナノチャネルへまたはナノチャネルを通って流れる生体
分子を方向づけることであって、前記生体分子配列決定装置は、（ｉ）前記ナノチャネル
のナノギャップ電極の少なくとも１つの組であって、前記ナノギャップ電極の組が、前記
試料に含まれる前記生体分子が前記ナノチャネルを通って前記ナノギャップ電極の組の近
傍を通過するときに、電流を検出することを可能にするように構成され、前記ナノチャネ
ルは、前記ナノギャップ電極の組に向かってテーパ状であり、前記生体分子の分子直径よ
り小さいまたは等しい電極間距離を有するナノギャップ電極の組と、（ｉｉ）前記ナノチ
ャネルを通って、前記ナノチャネルの前記ナノギャップ電極の組に近接して前記生体分子
を動かす電界を提供する電気泳動電極の組と、を含み、生体分子を方向づけることと、
（ｂ） 前記ナノギャップ電極の組で、前記生体分子が前記ナノチャネルを通って前記ナ
ノギャップ電極の組の近傍を通過するときに生成される電流を検出することと、
（ｃ） （ｂ）で検出した前記電流で、前記生体分子またはその一部を配列決定すること
と、
を備え、
前記生体分子配列決定装置は、前記ナノチャネルを通って前記試料の移動方向に沿って前
記ナノギャップ電極の組の方へ延在する絶縁体であるフローディレクタをさらに備え、
前記フローディレクタは、前記ナノチャネルと流体連通している第１の流路と第２の流路
を生成するように構成され、
（ａ）は、前記フローディレクタによって、前記試料の一部を前記第１の流路から前記ナ
ノチャネルへ流し、前記試料の残りの部分を前記第１の流路から前記第２の流路へ流すこ
とを含む、生体分子配列決定方法。
【請求項２６】
（ａ） 生体分子配列決定装置のナノチャネルへまたはナノチャネルを通って流れる生体
分子を方向づけることであって、前記生体分子配列決定装置は、（ｉ）前記ナノチャネル
のナノギャップ電極の少なくとも１つの組であって、前記試料に含まれる前記生体分子が
前記ナノチャネルを通って前記ナノギャップ電極の組の近傍を通過するときに、電流を検
出することを可能にするように構成されたナノギャップ電極の組と、（ｉｉ）前記ナノチ
ャネルへまたは前記ナノチャネルを通って、前記ナノチャネルの前記ナノギャップ電極の
組に近接して前記生体分子を動かす電界を提供する電気泳動電極の組と、（ｉｉｉ）前記
ナノチャネルのまたは近傍の１または２以上の柱であって、前記ナノギャップ電極の組に
よる電流検出を使用し前記生体分子の個々のサブユニットの識別を可能にするために前記
生体分子を直線化する１または２以上の柱と、を含み、生体分子を方向づけることと、
（ｂ） 前記ナノギャップ電極の組で、前記生体分子が前記ナノチャネルを通って前記ナ
ノギャップ電極の組の近傍を通過するときに生成される電流を検出することと、
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（ｃ） （ｂ）で検出した前記電流で、前記生体分子またはその一部を配列決定すること
と、
を備え、
前記生体分子配列決定装置は、前記ナノチャネルを通って前記試料の移動方向に沿って前
記ナノギャップ電極の組の方へ延在する絶縁体であるフローディレクタをさらに備え、
前記フローディレクタは、前記ナノチャネルと流体連通している第１の流路と第２の流路
を生成するように構成され、
（ａ）は、前記フローディレクタによって、前記試料の一部を前記第１の流路から前記ナ
ノチャネルへ流し、前記試料の残りの部分を前記第１の流路から前記第２の流路へ流すこ
とを含む、生体分子配列決定方法。
【請求項２７】
（ａ） 生体分子配列決定装置のナノチャネルへまたはナノチャネルを通って流れる生体
分子を方向づけることであって、前記生体分子配列決定装置は、（ｉ）前記ナノチャネル
のナノギャップ電極の複数の組であって、前記ナノギャップ電極の複数の組のそれぞれが
、前記試料に含まれる前記生体分子が前記ナノチャネルを通って前記ナノギャップ電極の
複数の組の近傍を通過するときに、電流を検出することを可能にするように構成され、前
記ナノギャップ電極の複数の組の少なくとも２つの組が、前記ナノチャネルの幅に沿って
異なる電極間距離を有するナノギャップ電極の複数の組と、（ｉｉ）前記ナノチャネルへ
または前記ナノチャネルを通って、前記ナノチャネルの前記ナノギャップ電極の複数の組
に近接して前記生体分子を動かす電界を提供する電気泳動電極の組と、を含む、生体分子
を方向づけることと、
（ｂ） 前記ナノギャップ電極の複数の組で、前記生体分子が前記ナノチャネルを通って
前記ナノギャップ電極の複数の組の近傍を通過するときに生成される電流を検出すること
と、
（ｃ） （ｂ）で検出した前記電流で、前記生体分子またはその一部を配列決定すること
と、
を含む生体分子配列決定方法を実行する１つ以上のコンピュータプロセッサによって実行
可能なコードを備え、
前記生体分子配列決定装置は、前記ナノチャネルを通って前記試料の移動方向に沿って前
記ナノギャップ電極の複数の組の方へ延在する絶縁体であるフローディレクタをさらに備
え、
前記フローディレクタは、前記ナノチャネルと流体連通している第１の流路と第２の流路
を生成するように構成され、
（ａ）は、前記フローディレクタによって、前記試料の一部を前記第１の流路から前記ナ
ノチャネルへ流し、前記試料の残りの部分を前記第１の流路から前記第２の流路へ流すこ
とを含む、コンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
（ａ） 生体分子配列決定装置のナノチャネルへまたはナノチャネルを通って流れる生体
分子を方向づけることであって、前記生体分子配列決定装置は、（ｉ）前記ナノチャネル
のナノギャップ電極の少なくとも１つの組であって、前記ナノギャップ電極の組が、前記
試料に含まれる前記生体分子が前記ナノチャネルを通って前記ナノギャップ電極の組の近
傍を通過するときに、電流を検出することを可能にするように構成され、前記ナノチャネ
ルは、前記ナノギャップ電極の組に向かってテーパ状であり、前記生体分子の分子直径に
より小さいまたは等しい電極間距離を有するナノギャップ電極の組と、（ｉｉ）前記ナノ
チャネルを通って、前記ナノチャネルの前記ナノギャップ電極の組に近接して前記生体分
子を動かす電界を提供する電気泳動電極の組と、を含む、生体分子を方向づけることと、
（ｂ） 前記ナノギャップ電極の組で、前記生体分子が前記ナノチャネルを通って前記ナ
ノギャップ電極の組の近傍を通過するときに生成される電流を検出することと、
（ｃ） （ｂ）で検出した前記電流で、前記生体分子またはその一部を配列決定すること
と、
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を含む生体分子配列決定方法を実行する１つ以上のコンピュータプロセッサによって実行
可能なコードを備え、
前記生体分子配列決定装置は、前記ナノチャネルを通って前記試料の移動方向に沿って前
記ナノギャップ電極の組の方へ延在する絶縁体であるフローディレクタをさらに備え、
前記フローディレクタは、前記ナノチャネルと流体連通している第１の流路と第２の流路
を生成するように構成され、
（ａ）は、前記フローディレクタによって、前記試料の一部を前記第１の流路から前記ナ
ノチャネルへ流し、前記試料の残りの部分を前記第１の流路から前記第２の流路へ流すこ
とを含む、コンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
（ａ） 生体分子配列決定装置のナノチャネルへまたはナノチャネルを通って流れる生体
分子を方向づけることであって、前記生体分子配列決定装置は、（ｉ）前記ナノチャネル
のナノギャップ電極の少なくとも１つの組であって、前記試料に含まれる前記生体分子が
前記ナノチャネルを通って前記ナノギャップ電極の組の近傍を通過するときに、電流を検
出することを可能にするように構成されたナノギャップ電極の組と、（ｉｉ）前記ナノチ
ャネルへまたは前記ナノチャネルを通って、前記ナノチャネルの前記ナノギャップ電極の
組に近接して前記生体分子を動かす電界を提供する電気泳動電極の組と、（ｉｉｉ）前記
ナノチャネルのまたは近傍の１または２以上の柱であって、前記ナノギャップ電極の組に
よる電流検出を使用し前記生体分子の個々のサブユニットの識別を可能にするために前記
生体分子を直線化する１または２以上の柱とを含む、生体分子を方向づけることと、
（ｂ） 前記ナノギャップ電極の組で、前記生体分子が前記ナノチャネルを通って前記ナ
ノギャップ電極の組の近傍を通過するときに生成される電流を検出することと、
（ｃ） （ｂ）で検出した前記電流で、前記生体分子またはその一部を配列決定すること
と、
を含む生体分子配列決定方法を実行する１つ以上のコンピュータプロセッサによって実行
可能なコードを備え、
前記生体分子配列決定装置は、前記ナノチャネルを通って前記試料の移動方向に沿って前
記ナノギャップ電極の組の方へ延在する絶縁体であるフローディレクタをさらに備え、
前記フローディレクタは、前記ナノチャネルと流体連通している第１の流路と第２の流路
を生成するように構成され、
（ａ）は、前記フローディレクタによって、前記試料の一部を前記第１の流路から前記ナ
ノチャネルへ流し、前記試料の残りの部分を前記第１の流路から前記第２の流路へ流すこ
とを含む、コンピュータ可読媒体。
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【図４】

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図５】

【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図６】

【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図７】

【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図８】

【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】

【図９】

【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】



(12) JP 2017-509899 A5 2019.7.11

【図１０】

【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【図１２】

【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１３
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【図１３】

【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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